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Young'sModulu8（ kgf/cmz） ７．５ｘ1０｡ 7.5ｘ１０、
Lengt ） 2４ 2５
eC・Ｇｒ Ab80rption(％） F､Ｍ、 G､.辱( 、）
sand 2.64 1.26 2.46
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Water 1１．６ 1０． ９．６ 9.0 ９．１ ８．６
~WetAtmosp r 10.0 1０．３ 9.1 9.0 ８．４
ＤｒｙａｎｄＷｅｔ 10.0 ．９ 8.8 9.0 8.1










































































































１ ３ ６ 1２ 3 6０
Water 8.3 8.3 8.3 9.3 1０． 9.1
DryAtmo8phere 8.3 8.5 7.6 9.9 8.8
ｆ: ,5％
Water 1０．４ 9.2 9.8 8.5 1０．０ 9.4

























































































































１ ３ ６ 1２ 3 6０
Water(FibeIA） ０．４ 9.2 9.8 8.5 10.0 9.4
1〃atpT【Ｆｉ 〕erB） 11.5 10.5 9.0 10.2 9.8 9.2
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Photo6Failuresectionofgrassfilamentsshowingmirror
zone；（a）ｉｎwater（b）weathering．
Photo6に示したガラス繊維の引張強度は約12000～14
000kgf/cm2であり，公称引張強度の約50％程度の大き
さになる．一方，式（２）のミラーゾーン半径／欠陥寸●
法比（r/a）はすべてのガラスに対して１０～13程度であ
るといわれている22)．Photo6より，ミラーゾーン半径
は約２～３αｍと判断されるので，ガラス繊維の引張強
度の低下は0.3～0.6αｍの寸法の欠陥の存在に起因し
ていることになる．このような欠陥としてガラス繊維の
アルカリによる侵食孔が考えられるが，この程度の材令
のＧＲＣから取り出されたガラス繊維フイラメントは初
期の引張強度を保持すること‘いや長期間アルカリ性溶液
に浸漬されたガラス繊維フィラメントに強度の低下は認
められないこと25)が報告されている．したがって，ミラー
ゾーン半径より推定される引張強度が公称引張強度より
大きく低下している一因として，ガラス繊維の表面がコ
ンクリートの練り混ぜ中に骨材と接触したことによって
受けた損傷が考えられる．しかし，このような損傷は材
令の初期においても存在しうると考えられることから，
このような損傷だけでガラス繊維補強コンクリートの力
学的性質の低下を説明することはできない．
一方，Bentur3)は湿潤環境下でのＧＲＣの強度の低下
に関して前述のように，化学的劣化と水和生成物の成長
という２つのメカニズムによる強度低下が同時に進行す
ることを指摘しており，どちらのメカニズムが卓越する
のかについてTable８のような目安を与えている．これ
は通常のスプレー法によって作製されたＧＲＣに対する
破断面の走査型電子顕微鏡観察の結果とＧＲＣ中から取
り出されたガラス繊維の強度試験の結果から推定された
Photo5FracturesurfacesofGFRcoｎｃｒｅｔｅｓａｔｔｈｅａｇｅｏｆｌ
ｙｅａｒ；（a）ｉｎwater（b）inwetatmosphere（c）
weathering（｡）inthecycleofwettinganddrying．
Ａ：ミラーゾーン定数
ミラーゾーン定数Ａはその材料固有の値であり，ガラ
ス繊維の応力拡大係数をjbc，欠陥寸法の１/２をαとす
ると
Ａ＝K〉`(〃)2'1．…･………………･………･…･………（２）
となる．Jarasら23)はこのミラーゾーン半径からガラス
繊維の破断応力が推定できることを利用して，ＧＲＣ中
のガラス繊維フィラメントの引張強度を推定している．
Jarasは（１）式のミラーゾーン定数は耐アルカリガラ
ス繊維（Cem-FIL）の場合は2.37MNm-w2であると
しており，この値をそのまま用いて式（１）を用いると，


